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研究内容

25 犯罪捜査支援のための
歩容鑑定システム
Gait verification system for supporting criminal investigation

 キーワード　Keyword
歩容、個人認証、犯罪捜査、鑑定
gait, person authentication, criminal investigation, expert evidence

 応用分野　Application
犯罪捜査
criminal investigation

 目的・期待される効果
○ 防犯カメラに映った犯人と容疑者の歩行による人物の同一性鑑定により、犯罪捜査を支援する。
○ 一般の捜査員向けの歩容鑑定システムを構築する。

 概　要

　　　歩き方の個性に基づく個人認証技術である歩容認証技術は、カメラから離れた場所でも利用可能な唯一の生
体情報(バイオメトリクス)であり、近年、注目を集めています。本研究においては、これまで歩容認証を専門と
する研究者が行っていた、歩容による人物鑑定を、GUIを備えたシステムとして構築し、パッケージ化すること
により、一般の捜査員による幅広い利用、及び、それによる適時な犯罪捜査を支援することを目的としています。

 技術内容

　　　本システムは、対象の登録ダイアログ、シルエッ
ト生成ダイアログ、個別鑑定モジュール、一括鑑定モ
ジュールからなるGUIアプリケーションとして構成さ
れています。空間解像度、時間解像度、観測方向、服装
変化といったような、様々な条件変化に対応するため、
方向変換モデルや特徴マスキング機能を搭載していま
す。また、それらの状況を考慮して、歩容の学習用デー
タベースに基づいて、本人事後確率（歩容による人物
の同一性）を算出します。
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